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春の集団づくり  

 

新緑の季節となり、芽吹いた葉が青々と感じられ、毎日がより一層輝いている
春薫る季節となりました。 
１学期がスタートし、早いもので約１か月が経とうとしています。生徒の皆さ

んには、基本を大切にしながらやるべきことをひとつひとつ確認し自分のペース
をつくり、設定した目標に向かって取り組んでいってもらいたいと思います。 
 ４月の生徒達の取組として、新入生に向けて生徒会入会式や新入生歓迎レクリ
エーションが開催されました。生徒会入会式では、生徒会組織の説明や各専門委
員からの仕事内容を紹介してくれました。それぞれの委員会の特色を出して演出
してくれました。誰もが一役を担っていこうと心がけ、それを実践していくこと
ができるのが小規模校である本校の良さです。昨年度の様子を思い出しながら、
今の生徒達がこのような取組を伝統として受け継いでいるとあらためて感じまし
た。また、新歓レクでは、執行部が企画した内容について、学年を越えての活動
を行いました。とても意味のある時間を過ごせていたと思います。このようなレ
クリエーションなど楽しい活動をすることで、生徒達の入学や進級に伴う意欲を
高め、一年間の活動意欲が湧き、連帯感や一体感が生み出されてきます。新しい
学年や学年を越えた生徒達の学校づくりの基盤を築く活動でもあると思うのです。 
さて、始業式や入学式から始まり、生徒会企画、授業参観、部活動の大会等の

たくさんの行事が行われてきました。生徒達にとっては、緊張ややる気の持続で
疲れがでてきているのではないかと思われます。今月末からのゴールデンウィー
クで十分に休養をとってもらいたいと思います。連休を終えると、生徒達が注目
している修学旅行と校外学習があります。３年生の修学旅行については、これま
でコロナ禍で見合わせていた東京方面への２泊３日の旅行を、また１年生・２年
生の合同校外学習については、大阪方面への施設見学や体験学習を予定していま
す。生徒たちは、都会の風景や文化に触れることができる機会を楽しみにしてい
ることでしょう。修学旅行や校外学習では、学校とは異なる場所を見学・体験す
ることで視野や見識が広がること。同級生や他学年と一緒に行動することでコミ
ュニケーション能力や協調性を身につけることができるこ
と。現地での食事や交通手段の利用、観光スポットでのマナ
ーなどの社会常識やルールを学べること。思い出に残る体験
を通じて、自己肯定感や自己表現力を高めること等、他にも
さまざまな効果が得られ、生徒達の成長の材料となります。
このような貴重な体験となる日を有意義に過ごしてもらい
たいと思います。 
今日のさまざまな状況、安全管理や安全確保には十分配慮

して修学旅行や校外学習を実施いたしますので、お子様の健
康管理に十分にご留意され、想い出の一ページとしていつま
でも心に残る行事となるよう引き続きご支援・ご協力をお願
いします。 

校長 喜多智英 
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４月 13 日 19:00 より多目的ホールで「育友会第２回委員会」が行われました。  
会長、５年度地区委員が集まり、本年度の事業計画等を協議しました。  
そして、20 日には、育友会総会が行われ、本年度の取組が承認されました。  
旧役員の皆様、一年間ありがとうございました。新役員の皆様、どうぞよろしくお願いいた

します。そして、ご出席いただいた育友会会員の皆様、ありがとうございました。  
 本年度も、育友会活動にご協力のほどよろしくお願いいたします。  

5 月のｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日  

は、１１日と１８日です。  

基本、木曜日の勤務となりま
す。 

★GW 中の緊急連絡は･･･ 

学校携帯  

080-2511-9936 まで  

お願いします。  

★年度初めのたくさんの書

類提出にご協力いただき、

ありがとうございました。  

 
 
 

共育コミュニティ事業の

取組も１７年目を迎えまし

た。今年度も保護者の皆様や

地域の皆様のご協力でいろ

いろな行事を楽しく進めて

いきたいと考えています。  

 なお、地域との連携の中心

事業となる下神野地区自主

防災組織共催の総合防災訓

練は、８月２７日（日）に 

実施しますので、 

ご協力よろしく 

お願いいたします。 

予定が変更になる場合があります。 

日 曜 学　校　行　事  SB

1 月 衣替え移行期間　部活動なし　５限まで 15:10

2 火 コミトレ 16:10/17:40

3 水 憲法記念日

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

6 土

7 日

8 月 16:10/17:40

9 火 16:10/17:40

10 水 部活動なし 16:10

11 木 SC    校外学習（１年野中交流） 16:10/17:40

12 金
校外学習（１･２年）　３年生休み
部活動なし

16:40

13 土

14 日

15 月 交通街頭指導　　　3年生個別面談 16:10/17:40

16 火 コミトレ　　　　　3年生個別面談 16:10/17:40

17 水 下校指導　　部活動なし 15:10

18 木
中間テスト発表　補充学習　眼科検診14:00
SC

16:10/17:０0

19 金
ｽﾎﾟｰﾂテスト（午後）　補充学習
全国学調「話す」指定日（3年）

16:10/17:０0

20 土

21 日

22 月 補充学習 16:10/17:０0

23 火 補充学習 16:10/17:０0

24 水 補充学習 16:10/17:０0

25 木 中間テスト 12:10

26 金
中間テスト　　ブラッシング指導５限
キッズサポート教室4限（１・２年）

16:10/17:40

27 土

28 日

29 月 16:10/17:40

30 火 コミトレ 16:10/17:40

31 水 部活動なし 15:10
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 4 月 

 

 

 

 

 

 

 

4 月１０日（月）。  
朝から着任式と始業式。  
2 名の先生が新しく着任されました。  
新しい仲間も 2 年生に増えてワクワク。  
始業式では担任発表にドキドキ。  
そして新しい 1 年間がスタートしました。  

 
昼からは入学式。  
1 名の新 1 年生ですが、これから美里中学校の生徒として勉強にスポーツ

に精一杯頑張っていきますと、誓いの言葉を伝えてくれました。  
 これからの中学校生活での活躍が楽しみです。  
 そして、生徒会長の歓迎の言葉。温かく新入生を迎えながらも、中学生とし
ての心構えを伝えてくれました。  
  

 

 

 

 

 

 1 年生が入学してきてから、生徒会入会式、  
新入生歓迎レクと大忙しの生徒会執行部。でも、  
新 1 年生が、学校生活に早くなじめるようにと、頑張ってくれました。  
 生徒会入会式では、2・3 年生の専門委員会のメンバーが各委員会の説明を
行いました。美化委員会の掃除用具の使い方の説明にはみんなで大笑い(^o^) 
 

 
 
 
 
 翌日の新入生歓迎レクは、整列ゲームにじゃんけん列車、警泥とにぎやかに
楽しみました。じゃんけん列車では、2 回戦を行い、どちらも尾花君が優勝。
全戦全勝。美里中じゃんけん王が誕生しました。  
 こんな風に、楽しい学校生活のための取り組みがこれからも進んでいくこと
を楽しみにしています。  

 
 

 4 月 1７日（月）に火災避難訓練を実施。  

 調理室から出火したと想定し、出火点から離れた  

経路を使用して運動場へ避難。全員が冷静沈着  

（おさないはしらないしゃべらないもどらない）に短時間（なんと 90 秒）で避難完了。

避難完了後、消防署の方に講評をしてもらいました。  

 その後、消火器の使用について講習を受けました。手前からほうきで掃く

ように火元へ噴射。初期消火をスムーズに行うことができれば、被害は最小

限におさえられます。そして、使い方を知ることで、万が一の時、少しでも

落ち着いて行動できるようになります。  


